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１．「若者が活躍するまちづくり事業」
の全体像
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（１）施策の体系

基本方針において方向性を示している本市の基本的な
施策（3分野13項目）を推進するための主な事業を掲載。

 協働まちづくり推進プラン2021
（計画期間：令和3～7年度）

 協働によるまちづくりの推進のための基本方針
（平成28年1月策定）
条例に基づき、協働によるまちづくりの推進に関する
市の基本的な施策の方向性を定めたもの。

 仙台市協働によるまちづくりの推進に関する条例
（平成27年7月施行）

本市における協働の基本理念などを定めたもの。

体系図

条例

基本方針

推進プラン
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１．「若者が活躍するまちづくり事業」の全体像
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各局区等事業
への反映 

仙台市協働まちづくり推進本部 

報告 

仙台市協働まちづくり推進委員会 

報告 意見 

指示 

計画期間：R3年度～R7年度

 基本施策（３分野13項目）に関する事

業 82事業 を掲載

 「仙台市協働まちづくり推進本部」

（本部長：市長）を中心に、進行管理

 「協働によるまちづくりの推進に関す

る市の施策の実施状況報告書」※

※掲載事業については、担当部局が点検・評
価を行い、報告書にまとめ、議会へ報告す
るとともに、市民に公表している。

仙台市協働まちづくり推進プラン2021

（１）施策の体系
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１．「若者が活躍するまちづくり事業」の全体像

（２）経緯

 学都（学生が多い）・支店経済都市（若手社会人が多い）の仙台市

若者の活力でさらに発展し、それが持続するまちへ

 地元への愛着の醸成  住み続けたい環境の形成

若者をより一層巻き込んだまちづくり

若者層を巻き込む視点での取り組み

■地域課題解決に取り組む実践機会の提供

■市民活動の促進 ■活動・活躍の場づくり■社会参加促進

多くの若者が存在 ＝ その強みをもっと生かせる可能性
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１．「若者が活躍するまちづくり事業」の全体像

（２）経緯

 若者の活力・発想をまちづくりに生かすために必要なこととは・・・

 若者の考えや提案を引き出すこと。若者が試行錯誤を重ねながら、
新しいものを生み出していく実験室のような場

 若者と市がともに活動しやすい仕組み

 若者が、これからのまちづくりの主体、市との協働のパートナーと
しての自覚を深め、その一歩を踏み出す機会

⇒ 令和２年度～
仙台まちづくり若者ラボ

⇒ 令和３年度～
ユースチャレンジ！コラボプロジェクト

（若者版・市民協働事業提案制度）
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（２）経緯

 若者のまちづくり活動に関する意識調査（令和４年度実施）

• 令和４年度仙台市協働まちづくり推進委員会の議論をふまえ実施

• 若い世代の方々※のまちづくり活動に対する意識や意見を調査

※18～39歳の方で、仙台市内にお住まいの方又は通勤・通学している方

• 調査手法

① Ｗｅｂアンケート（1,092人回答）

② ワークショップ（25人参加）

まちづくり活動に関するグループディスカッション

③団体ヒアリング（2団体）

多くの若者と共に活動している団体に、アンケート調査を踏まえた
ヒアリング

１．「若者が活躍するまちづくり事業」の全体像

8



（２）経緯

 若者のまちづくり活動に関する意識調査 調査結果

 関心があっても活動に至っていない若者が多い

アンケート調査で、まちづくり活動に「関心がある」と回答した若者のうち
活動に参加した経験が「ない」と回答した若者が７割

 若者を活動へと後押しするポイント

★ 楽しさ × つながり × 成長 × 貢献

★ 分からない不安の払拭

★ 情報の届け方

⇒令和５年度～
「体験機会の創出」事業・「若者情報局ピース」事業を試行的に実施

令和６年度～
若者目線によるまちづくり情報の発信事業（新規事業）

【情報の届け方】

ＳＮＳ等の活用 活動者との交流

世代に合わせた情報発信

【期待感・動機を喚起】

楽しい 人とのつながり

自分の成長 貢献

【わからない不安を払拭】

活動内容の具体的イメージ

要する時間の明示

手軽さ・気軽さ

１．「若者が活躍するまちづくり事業」の全体像
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まちづくりに興味はあるが
行動に移せていない若者

１．「若者が活躍するまちづくり事業」の全体像

（３）「若者が活躍するまちづくり事業」の全体像

まちづくりに
活躍する若者

仙台まちづくり
若者ラボ

ユースチャレンジ！
コラボプロジェクト

仙台若者SDGs
アワード

（若者版・市民協働事業提案制度）

・若者が「自分ごと」として関わ
れるまちづくりのテーマを設定

・半年間のワークショップ＆フィ
ールドワークで、まちづくりの
アイデアを練って成果を発信

・各若者チームの活動を伴走支援
するメンターを配置

タ
ー
ゲ
ッ
ト

・若者団体から事業の提案を募
集し、市と協働で取り組む制度

・市から負担金を交付
（上限30万円）

・若者団体の活躍を表彰・発信

・企業×若者団体のコラボ事業を
コーディネートし、伴走支援

※コカ・コーラ ボトラーズジャ
パン㈱及び(一社)ワカツクと実行
委員会を組織し事業を運営

“関心がある・体験したい” “トライしたい” “評価されたい・企業ともコラボしたい”

若者目線による
まちづくり情報の発信
【令和６年度新規事業】

まちづくりに興味を
持つに至っていない若者

「関心層の若者」から「活動層の若者」までをトータルで後押し「潜在層の若者」～

・若者（学生取材チーム）が仙
台市の施策や若者団体の活動
を取材

・民間の若者向けのWebやSNS等
を活用して情報発信

・まちづくりに興味を持つに
至っていない層も含め、幅広
い若者へリーチ
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２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」
の概要
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２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要

（１）仙台まちづくり若者ラボ

 仙台市に居住または通勤・通学する概ね18歳からおおむね30歳まで
の方を募集（定員40名程度／令和6年度は45人が参加）

 若者（学生・社会人等）が６チームに分かれて、環境・教育・防災
など若者が「自分ごと」として関われるまちづくりのテーマを設定

 R5より、ワークショップで各グループが議論した「やってみたいこ
と」を具体化する“アクション期間”を設け、活動を実施

R6実施スケジュール
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 各若者チームに、若者の活動を伴走支援する若手
社会人のメンター（チームの指導・相談役）を１
人ずつ配置。各チームのプロジェクト管理や
フィールドワークの伴走支援等フォローを実施。

ワークショップ

 グループワーク、アクションプランの作成等を
行うとともに、仙台市から施策の紹介等を実施。
約5か月にわたり議論を重ねる。

（１）仙台まちづくり若者ラボ
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 ワークショップで議論した内容を、実際のアク
ションへ。フィールドワークやインタビュー等
を通じて提案をブラッシュアップ。

アクション期間

２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要



 アクションの内容やアクションを通じて得られ
た経験やアイディア、今後取り組んでいきたい
アクションについて発表する。

アクション報告会

 アクション報告会は最終回ではなく、ワーク
ショップの期間中に実施。報告会でのフィード
バックを更なるアクションに繋げる。

◀アクション報告会の
様子等をSNSで公開
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（１）仙台まちづくり若者ラボ

２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要



サポート団体

＜仙台市＞
市民協働推進課
などの関係部署

＜関係機関＞
市民活動団体

地域団体
企業など

若者団体

【実施体制のイメージ】

サポート団体は、事業提案から実施、報告まで、
総合的なサポートを行う。
（主なサポート内容）
・事業計画へのアドバイス
・提案書類の書き方、プレゼンテーション方法
・事業の実施方法、仙台市・関係機関との調整
・実施報告書類の書き方、事業継続に向けたアドバイス

協働

サポート

＜若者団体×サポート団体＞

• 若者団体から身近なまちづくりに取り組む事業の提案を募集し、
審査のうえ採択された事業について、市が負担金（最大30万円）を
交付するとともに、若者団体と協働で取り組む制度

• 若者団体には、サポート団体が必要なサポートを行う

• 提案内容に従来の「自由設定型」に加えて、R6から市の担当部署が
テーマを設定する「テーマ設定型」を追加
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（２）ユースチャレンジ！コラボプロジェクト

２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要
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（２）ユースチャレンジ！コラボプロジェクト

２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要

Ｒ６年度実施スケジュール

事業提案書等
提出締め切り

審査会
事業期間
開始

事業期間
終了

事業実施報告書等
提出締め切り

成果発表

令和６年
４月30日

令和６年
５月27日・29日

令和６年６月
～

令和７年
３月31日ま

で

事業終了後７日以内
または

令和７年３月31日
(いずれかの早い日まで)

事業終了後
順次実施

【実施事業数】

R3年度：2事業

R4年度：7事業

R5年度：8事業

R6年度：6事業
TGU情報リテラシー教室に
よる講座（6月29日開催）

R5年度採択事業の活動報告



• 幅広い年代の人に宇宙に興味を持ってもらう
ことをテーマとした事業について提案

• 教育局生涯学習課と協働し実施

• 「誰もがふらっと立ち寄れる」をコンセプト
とした宇宙イベント『仙台コズミックフェス
タ ～杜から宙へ～』を開催し、小惑星探査
機『はやぶさ2』の実寸大模型の展示や大学
生によるワークショップを実施

【R5採択事業例】仙台コズミックフェスタ ～杜から宙へ～
（団体名：杜宙実行委員会）
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（２）ユースチャレンジ！コラボプロジェクト

２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要



【R5採択事業例】仙台の教員志望の大学生の不安や悩みの
軽減等を促進するプログラム「IJAN」（団体名：manaco）

• 仙台の教員志望の大学生の不安や悩み等
を軽減し、自主性・主体性の発揮を促進
するプログラムを提案

• 教育局教職員課と協働して実施

• 小中学校の教員と学生の交流イベントを
開催し、学生の疑問に教員が直接回答す
る機会を作るなど、学生の不安・悩みを
解消する取組みを実施
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（２）ユースチャレンジ！コラボプロジェクト

２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要



（３）仙台若者SDGsアワード

• 3者からなる実行委員会形式で実施（H29年度～）
・コカ・コーラ ボトラーズジャパン株式会社

・一般社団法人ワカツク
・仙台市

• 社会・地域の課題解決やSDGsの達成に寄与する活
動を行う若者団体を表彰する「表彰部門」

• 若者団体と地域企業との協働を生み出し、その活
動を伴走支援する「協働部門」（R2年度～）
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２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要



 表彰部門
• 若者団体の募集開始（6月～）

• 書類審査とヒアリングによる一次審査
(9月30日～10月4日)

• 公開プレゼンテーションによる最終審査
（11月16日実施予定）

• 最終審査の前には、応募団体向けのプレゼン
勉強会や応募団体間の交流会なども実施予定
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（３）仙台若者SDGsアワード

２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要

R5実施状況
• 10団体が応募し、最優秀賞・優秀賞・仙台市

特別賞・会場共感賞を決定

• 最終審査に向けてセミナーを実施し、プレゼ
ンテーションの構成・発表などをブラッシュ
アップした



21

（３）仙台若者SDGsアワード

２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要

 協働部門

• 地域企業からの提供テーマ等を募集（6月～）

• 若者団体募集開始（8月19日～）

• 活動の計画策定・実践（10月下旬～）

• 活動の中間報告（11月16日実施予定）

R5実施状況
• 秋保地区の温泉旅館と若者団体が協業し、秋

保の魅力や企業の情報を発信することで、観
光産業の働き手確保のモデル構築を実施

• 情報発信に向けては、企業のサポートを受け
ながら秋保地区の旅館にアポイントを取り、
取材を行った 宮城企業ナビでの情報発信



（４）若者目線によるまちづくり情報の発信

 R６新規事業「若者目線によるまちづくり情報の発信」事業

• 主なターゲット：まちづくりに興味を持つに至っていない若者

• ファッションやスイーツなどを発信する民間Webメディア上で
本市の若者施策や若者団体の活動等を発信。

• 取材や記事編集は学生チームが担い、 “若者の、若者による、
若者のための情報を届ける”

• 取材・編集作業を通して、学生にまちづくりの楽しさに深く
接してもらうことで、まちづくりに活躍する若者を育成する。

まちづくりに興味を持つに至っていない若者への情報発信

取材や広報を通じた若者のまちづくり体験の機会を創出
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２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要



（４）若者目線によるまちづくり情報の発信
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２．令和6年度「若者が活躍するまちづくり事業」の概要

事業実施スケジュール

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

打合せ

取材

制作

発信

分析・報告

企画会議の実施

アポ取り・取材

制作・校正

記事① 記事② 記事③ 記事④ 記事⑤

記事① 記事②
記事
③

記事
④

記事
⑤

・SENDAI 0⇔1PROJECTと題して一連の活
動や発信を実施

・記事投稿に合わせ、SNSを活用し記事を拡散
学生チームによる
ミーティング


